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1．はじめに 

オホーツク海では様々な蜃気楼が観察されることが知られている．その中でも 3月から 4

月にかけて発生する流氷の上位蜃気楼を幻氷と呼ぶ．図 1 に実際に撮影された幻氷の写真

を示す．図 1の拡大図のように，幻氷に赤みがかった着色がみられることが分かった．我々

の研究により，この暖色系の着色の原因は，色収差によるものだと判明した．本研究では主

に，幻氷に見られる暖色系着色の詳細な解析を行った． 

 
 

図 1 幻氷写真と拡大図 

 

2．オホーツク地域と他地域の蜃気楼発生時の気温の比較 

幻氷に暖色系の着色が発生した原因として，気温が影響しているのでないかと考えた．そ

こで，オホーツク地域と魚津市で上位蜃気楼が発生した時の気温の比較を行った．オホーツ

ク地域での蜃気楼の発生記録は，オホーツク蜃気楼ナビの知床蜃気楼速報連携を参照した．

魚津市の蜃気楼の発生記録には魚津埋没林博物館のホームページを参照した．また，気温の

データはアメダスを参照した． 

2023年の斜里町で，幻氷が 13回発生し記録された．その平均気温は 7.22℃であった．ま

た，2020年に富山県の魚津市では 19回蜃気楼が発生し記録され，その平均気温は 20.0℃で

あった． 

このことから，オホーツク地域では上位蜃気楼は 3月の間に多く観測できるのに対し，富

山では 5 月の間に多く確認できることが分かった．幻氷が観測される時期の方が富山に上

位蜃気楼が観測できる時期と比較して気温が低い． 

 

3．気温の影響を考慮した蜃気楼曲線の描画 

色収差の発生が気温に影響しているかを確かめるために，実際に赤色の光と青色の光が

上位蜃気楼によって曲がったときの 15 km 先の光線の到達点をプロットしたグラフを作成

した．視野角を-30/720°から 50/720°まで 1/720°ずつ角度増やしていき，それぞれの視野角で
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プロットをする．このグラフは蜃気楼曲線と呼ばれており, 蜃気楼曲線の作成については

琵琶湖地域環境教育研究会の松井一幸氏の蜃気楼曲線の作成方法を参考にした 1)．通常時，

横軸の角度（実景角）の時に見える景色は，蜃気楼発生時には縦軸の角度（蜃気楼角）の位

置に景色が見えることを表している． 

左から 2℃と 5℃の差，12℃と 15℃の差，22℃と 25℃の差の蜃気楼曲線を図 2に示す． 

 

図 2 気温ごとに描画した蜃気楼曲線 

 

図 2 を見ると，気温が低いときの方が高いときと比較して光が大きく曲がっていること

が確認できる．また，赤い光と青い光の到達点の差分の最大値は，5℃のときは実視角が

35/720°のときで 6.368 m，15℃のときは 24/720°のときで 3.366 m，25℃のときは 16/720°の

ときで 0.528 mであった．つまり，気温が低いときの方が高いときと比較して，赤い光と青

い光の曲がり方に大きな差が生まれることが分かった。したがって、幻氷は他の地域と比較

して気温が低い時期に発生する上位蜃気楼のため，色収差が起こりやすく，暖色系の着色が

確認されたと推測できる． 
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